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産業保健マネジメント学は、企業・事業場に存在する労働者の健康リスク等の産業保健上

の課題に対して、マネジメントシステムおよびマーケティングの手法を活用して産業保健

プログラムを企画・実施・評価し、その中で労働者の健康リスクの低減を図るための理論体

系の構築と実証研究を行う領域である。「特別論文指導」では、労働安全衛生マネジメント

システムや健康経営といった産業保健活動の基盤と、有害要因のリスクアセスメント、労働

者の健康リスク低減対策などの手法と理論を習得する。さらに、企業・事業場のリスクやニ

ーズに応じた産業保健プログラムによる介入や労働安全衛生マネジメントシステムの運用

に関する論文を渉猟し、そこから研究テーマを見出し、産業保健プログラムの介入方法とそ

の効果評価等に関する自らの仮説を立てて、仮説の解明に必要な疫学的アプローチを含め

た解析手法の習得をめざす。また、自らの研究テーマに対する、具体的な研究計画や評価手

法について議論し、研究デザインの構築を図る。最終的に自らの研究課題の設定、研究倫理、

文献調査、研究方法と得られた結果に対する統計学的検討、既知の事象を踏まえた考察から

結論を導くまで課程などを総合的に討論し、独力で科学的に推敲し解決できる能力を養う。

この科目を通して、労働者の健康リスク等の産業保健上の課題に対して、マネジメントシス

テムおよびマーケティングの手法を活用して、科学的根拠に基づく産業保健プログラムの

提供と評価に関する能力を付与する。 


